
平成２８年度外務省所管補正予算 
総額２５０.３億円（うちODA１６７.４億円） 

１．在外邦人等の安全対策の強化 ７５.２億円（６５.４億円） 

□ 日本人学校，援助関係者等の安全対策強化 １２．７億円（１０．３億円）  
●安全対策評価等の実施や危機管理・退避マニュアル等の整備により，日本人学校等の安全対策を強化する。 ０．５億円 

●開発協力に従事する要員の安全対策を強化するために，安全対策のための物品の調達，危機回避・即応力を向上させるための研修の実

施，事務所やプロジェクトサイトの警備態勢の強化等を行う。 １０億円（１０億円） 

●緊急事態発生地に安全対策の専門家を派遣し，邦人保護の「最後の砦」となる在外公館の警備強化を図るとともに，日本企業等の危機管

理体制の整備に寄与する。 ０．８億円（０．３億円） 

●外国要人用防弾車の新規購入 １．５億円 

□ テロ等緊急事態発生時の要員装備・態勢強化 ３．５億円（０．０５億円） 
●緊急事態発生時に現地に派遣される外務省緊急展開チーム（ERT）要員の装備や研修を強化する。 １．４億円（０．０５億円） 

●緊急事態発生時に邦人保護の司令塔となる外務省オペレーションルームの機能を強化する。 ２．１億円 

□ 国際テロ情報収集能力の強化 ０．５億円 
●国際テロ情報収集や在外邦人・日本企業の安全確保を含むテロ対策を強化するために，国際テロ情報収集ユニットを含む態勢を増強する。 

□ 海外安全情報及び海外安全対策の発信強化 ３．４億円 
●海外渡航中の日本人がテロ・一般犯罪の被害に遭うことを予防するために，海外安全ホームページの改修やソーシャルメディアを利用した

安全情報提供など様々なツールを用いた適時適切な情報発信を行う。 １．９億円 

●日本人の海外安全対策意識を強化するために，海外安全対策の対外発信を重層的に行う。 １．５億円 

□ 途上国におけるテロ対策，治安改善等支援 ５５億円（５５億円） 
●国際テロに対処するために，南アジア・東南アジア・アフリカ等の地域におけるテロ対策等を支援する技術協力事業を行う。５億円（５億円）

●途上国におけるテロ対策・治安改善を支援する無償資金協力事業を行い，我が国の安全の強化につなげる。５０億円（５０億円） 

    経 済 対 策 四捨五入の関係上，合計に不一致あり。 



２．英国のEU離脱問題のリスクへの万全の対応 １億円 

□ 英国のEU離脱後の日英・日EU関係の分析及び対応 １億円 
●英国のEU離脱後のあり得べき欧州情勢及び日英・日EU関係の展開や経済統合及び貿易・投資への影響等に関し，日本のビジネス関係者
等との協議を通じて，懸案課題を明確化しつつ，専門的な情報収集・分析を行い，我が国として必要な外交政策を検討し，万全の対応を行う。 

３．インフラなどの海外展開支援 １７４．１億円（１０２億円） 

□在外公館等を活用したインフラ輸出及び農林水産物・食品の海外展開支援 ０．４億円 
●各国が自国外で行うインフラプロジェクトの実態調査を通じ，我が国の質の高いインフラの優位性を示し，輸出拡大につなげる。０．２５億円 

●福島原発事故後の輸入規制等の撤廃のための現地規制当局関係者の招へいによる働きかけを強化するとともに，在外公館にて被災地食

品を含む日本の農林水産物・食品及び観光資源のプロモーションを行う。 ０．１６億円 

□ ODAを活用したインフラ輸出・中小企業等の海外展開支援 １０２億円（１０２億円） 
●日本企業が海外展開するために，新たな市場における競争力を強化すべく，これらの国の優秀な若手人材を日本の民間企業・大学院，公

的機関等に受け入れ，日本の社会・文化・経営マインドに理解のある高度産業人材や行政人材等を育成する。 ５０億円（５０億円） 

●中小企業を含む日本企業が有する優れた製品・技術等や優れた知見・ノウハウ等を有する地方自治体の海外展開を支援する。 

５２億円（５２億円） 

□ 投資協定交渉の加速化のための措置 ０．３億円 
●投資協定交渉の機運を高め，交渉を早期開始・加速化するべく相手国における投資協定の重要性を訴えるセミナーの開催や交渉担当者

の招へい等を実施する。 

□ 日本博の開催 ４０．６億円 
●地方の魅力も含めた日本の多様な魅力の発信を通じ，地方創生に繋げるべく，日本文化，日本食，技術等を総合的かつ大規模に紹介す

る「日本博」をパリを中心に実施する。 

□ ロシアとの間の青年交流・文化交流の拡大 ３０．８億円 
●日露間の青年交流の拡大により相互理解を促進し，日露関係全般の強化につなげる。また，ロシアにおける大規模・総合的な日本紹介 

事業の実施に向けた準備 を行うことにより，日本の魅力を発信する。 


